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要 旨

就職活動状況の把握を支援する

SNSの構築

小松原 健

就職活動を行う学生 (以下，就活生) は，自己分析，筆記試験や面接試験の対策を行う必

要がある．対策を行う際に，自分の指導教員や本学で言えば，就職支援部にあたる部署から

様々な支援を受けることができ，円滑に就職活動を進めることが可能となる．

しかし，就活生の就職活動拠点が遠隔地にある場合，教員や就職支援部へ相談する機会が

限られてしまう．また，教員や就職支援部へ相談に来る就活生は少なく，来たとしても頻度

は高くない．このため，教職員が就活生の活動状況を把握し，個々に応じた支援を行うこと

が困難になってしまう．

先行研究では，SNS(Social Networking Service)を用いて就活生，教員，職員の三者間で

報告，連絡，相談の補助を行う提案がされた．これは，SNS上で就活生から教職員へ活動状

況の報告や相談を行えるものである．三者間で情報共有を行うことにより，就職活動を円滑

に進めることが可能となる．しかし，就活生が多数の場合，一人一人の活動を把握すること

が困難になってしまう．

本研究では，教職員に対し就活生が多数の場合でも，活動状況を把握しやすいようにシス

テムの改善を行う．また，独自の機能を追加し，教職員が就活生個々に応じた就職活動支援

を行えるようにする．

システムの改善後は就職支援部の方に対して評価を行い，本システムの有効性を確認した．

キーワード 就職活動状況 教職員 SNS
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Abstract

Job-Hunting Activities situation Understanding Support

System Using SNS

Ken KOMATSUBARA

Job-hunting activities students prepare to get unofficial decision such as self-analysis

and practice of the job-interview. The student can receive various supports from their

teacher and the placement officer of university. For this support, the students job-

hunting activities become smoothly.

However, it is difficult for student to consult job-hunting activities by the teacher

and the placement officer when her/his activities in faraway place. Moreover, the few

student to consult to the teacher and the placement officer. Consequently, the teacher

and the placement officer can not know job-hunting activities situation and support.

In previous study, we developed job-hunting activities support system by intro-

ducing SNS(Social Networking Service). The system can display list as the students’

job-hunting activities progress. However, it is difficult for the teacher and the placement

officer to understand many students’ job-hunting activities progress.

In this study, the teacher and the placement officer can understand many students’

job-hunting activities and support her/his activities using SNS. Therefor, we improved

the system and added original function.

We evaluate whether the system can support understanding job-hunting activities

situation. As a result, we confirmed effectiveness of the system by the placement officer.

key words job-hunting activities situation, placement, SNS
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第 1章

はじめに

就職活動はエントリから始まり，合同説明会や会社説明会，筆記試験，面接試験を経て内

定へと至るまでの流れがある．就職活動を行っている学生 (以下，就活生と呼ぶ)は，自己分

析から始まり，会社説明会では履歴書の作成，面接試験では面接練習といった状況に応じた

対策を行う．また，就活生を指導している教員や在籍している学校の就職活動を支援してい

る部署 (本学で言えば就職支援部) は，就活生からの申し出によって，個々に応じた支援を

行っている．個々に応じた支援により，就活生は就職活動を円滑に進めることが可能となる．

教職員が個々に応じた支援を行うには，就活生の活動状況を把握する必要がある．しかし，

就活生の活動拠点が遠隔地の場合や，相談に来る就活生が少ない場合は，就活生の活動状況

を把握することが困難になる．教職員は就活生の活動状況を把握していなければ個々に応じ

た支援を行うことが困難となる．

先行研究では，SNS(Social Networking Service)を用いて就活生，教員，職員の三者間で

報告，連絡，相談の補助を行う提案がされた [1]．これは，SNS上で就活生から教職員へ活

動状況の報告や相談を行えるものである．このように三者間で情報共有を行うことにより，

就活生は就職活動を円滑に進めることが可能となる．しかし，就活生が多数の場合，一人一

人の活動状況を把握することが困難になるという問題点がある．

本研究では，先行研究のシステムを改善し，教職員に対し就活生が多数の場合でも，就職

活動状況の把握が行いやすいようにする．また，独自の機能を追加し，教職員が就活生個々

に応じた就職活動支援を行えるようにする．
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第 2章

研究の背景

2.1 就職活動の現状

就職活動はエントリから始まり，合同説明会や会社説明会，筆記試験，面接試験を経て内

定へと至る．就活生は，その就職活動の状況に応じて様々な対策を行っている．例えば，会

社説明会に対しては会社を調べたり，履歴書を提出する．また，筆記試験に対しては，適性

検査への対策を行い，面接試験に対しては面接練習を行う．そして，履歴書やエントリー

シートを提出するために，業界研究や企業研究，自己分析を行う．このように就職活動生は，

内定に至るまでに様々な対策を自ら考え，積極的に行っている．

就活生は，就職活動の様々な状況に応じて教職員に対し，随時就職活動状況の報告や相談

を行う．その際に，教職員は就活生の活動状況を把握し，個々に応じた支援を行う．就活生

は教職員からの支援を受けることで，円滑に就職活動を進めることができる．教職員が個々

に応じた支援を行うには，就活生の活動状況を把握する必要がある．

2.2 就職活動状況の把握

教職員は就活生の活動状況を把握し個々に応じた支援を行う．就活生の活動状況とそれに

対する支援は以下の通りである．

• 選考を受けるため企業の情報を探している状況

教職員が知っている企業の情報を提供する．また，合同説明会や個別説明会の情報があ

れば就活生へお知らせを行う．
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2.3 先行研究

• 書類選考がなかなか通らない状況

自己分析の補助や履歴書，エントリーシートの添削を行う．

• 筆記試験がなかなか通らない状況

SPI2(性格と能力から資質を検索する就職採用テスト) や CAB(コンピュータ職の適性

検査)，GAB(新卒総合職の採用を目的に開発された試験)などの対策として問題集の配

布や対策本の貸し出しを行う [2][3]．

• 面接試験がなかなか通らない状況

面接試験の受け答えを聞き，指導を行う．また，模擬面接を行う．

上記以外にも，就活生からの報告や悩みを聞き支援を行う．

教職員が就活生個々に応じた就職活動支援を行うためには，就活生個々の活動状況の把握

が必要となる．しかし，就活生の活動拠点が遠隔地の場合や相談に来る就活生が少ないと

いった場合，教職員が就活生の活動状況を把握することが困難になる．就活生が遠隔地にい

る場合，メールや電話といった方法で教職員に活動状況を報告したり，就職活動についての

悩みを相談したりすることが可能である．しかし，メールや電話での相談では，マナーや時

間帯を気にしてしまい，就活生にとって敷居が高い．そのため，活動状況を報告する就活生

が少なく，教職員は活動状況の把握が困難になる．

2.3 先行研究

先行研究では，SNSを利用して就活生，教員，職員の三者間で報告，連絡，相談の補助を

行える提案がされた．また，独自の機能として，活動状況報告機能が実装された．この機能

は，受験した企業ごとに説明会から試験，内定までの進行状況を表形式にまとめたもので，

教職員が就活生の活動状況を把握するために用いられた．

先行研究より，就活生が遠隔地にいる場合でも，教職員へ報告，連絡，相談を行うことが

容易となった．また，教職員は就活生個々の活動状況を容易に把握できるようになった．
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2.4 研究の目的

2.4 研究の目的

先行研究では，就活生一人一人の就職活動状況を把握することが可能となった．しかし，

教職員に対して就活生が多数の場合，就職活動状況を把握することが困難になってしまうと

いう問題点がある．教職員が就活生の活動状況を把握することが困難になれば，個々に応じ

た就職活動支援を行うことも困難となる．

そこで，本研究の目的として，就活生が多数の場合でも，教職員が就職活動状況を把握で

きるように支援を行う．教職員が就活生の活動状況を容易に把握できるようにし，個々に応

じた就職活動支援を可能にする．
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第 3章

就職活動状況把握の支援

3.1 就職活動の状況

就活生の活動状況は様々である．教職員は就活生の活動状況に応じて就職活動支援を行っ

ている．就活生の活動状況と，それに対する教職員からの支援は以下の通りである．

• 就活生の選考における状況

– エントリを始める状況

∗ 支援方法

就活生が志望している業界に沿った，企業の情報を提供する．また，自己分析

の補助や，企業に提出するエントリーシート，履歴書の添削を行う．

– 合同説明会や個別説明会を受ける状況

∗ 支援方法

学内で行われている説明会や各地で行われている説明会の情報を提供する．引

き続き自己分析の補助や，企業に提出するエントリーシート，履歴書の添削を

行う．

– 筆記試験を受ける状況

∗ 支援方法

SPI2(性格と能力から資質を検索する就職採用テスト) や CAB(コンピュータ

職の適性検査)，GAB(新卒総合職の採用を目的に開発された試験)などの対策

として問題集の配布や対策本の貸し出しを行う．
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3.1 就職活動の状況

– 面接試験を受ける状況

∗ 支援方法

面接試験の受け答えを聞き，指導を行う．また，模擬面接を行う．

– 内定を獲得した状況

∗ 支援方法

今後，就職活動を継続するかどうか就活生と相談を行う．

• 就活生の活動における状況

– 積極的に就職活動を行っている状況

∗ 支援方法

問題が起きてないかなど相談をする．

– 選考で詰まっている状況

∗ 支援方法

どの選考で詰まっているか相談し，詰まっている選考の状況に応じた支援を

行う．

– 就職活動を停止している状況

∗ 支援方法

就活生と相談し，なぜ停止しているのか聞く，そして，励ましや就職活動を再

開できるように解決策を提示する．

– 選考を受けている企業に統一性がない

∗ 支援方法

自己分析の補助を行い，就活生自身がどのような企業を受けたいのか明確に

する．

• 就活生の悩みや問題における状況

– 悩みや不安がある状況

∗ 支援方法

就活生と相談を行い，悩みや不安を解消する．また，就活生を励ます．
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3.2 就職活動の状況把握の支援

– 就職活動以外で問題がある状況

∗ 支援方法

就活生と相談を行い，問題の解決策を提示する．

就活生は，教職員から就職活動支援を受けることで，問題や悩みを解決することができ，

就職活動を円滑に進めることが可能となる．教職員が就職活動支援を行う際，就活生の活動

状況に応じて，相談や，履歴書の添削、面接の練習などを行う．就活生の活動状況に応じた

支援を行うには，活動状況を把握することが必要となる．

3.2 就職活動の状況把握の支援

教職員が就活生の活動状況を把握するため，各プロセスに対し以下に示す支援を行う．

• 就活生の最新スケジュールを表示

教職員は就活生の活動状況を把握し，その状況に応じた支援を行っている．しかし，就

活生の活動状況は 3.1に述べた通り様々であるため，状況を把握することが困難である．

そこで，教職員が活動状況を把握できるようにするため，最新のスケジュールを表示す

る．最新のスケジュールを表示することにより，就活生がどのような状況で，何に対し

て悩んでいるのかなど状況を把握することが可能となる．状況を把握することで，その

状況に応じた支援を行うことが可能となる．

• 多数の就活生を一覧で表示

教職員に対して就活生は多数なため，活動状況を把握し，それに応じた就職活動支援を

行うことが困難である．そこで，多数の就活生を一覧で表示することにより，教職員が

就活生の活動状況を容易に把握することが可能となる．また，学科別や指導学生別で切

り替えを行い，さらに把握を容易にする．

• 就活生からのアドバイス要求を表示

就活生が悩みや問題を抱えているといった状況は，スケジュールを把握することである

程度知ることが可能となる．しかし，スケジュールからでは，悩みや問題を明確にする
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3.3 SNSの利用

ことは困難である．就活生のスケジュールや活動状況を把握したうえで，就活生からの

アドバイス要求を表示することにより，就活生の抱えている悩みや問題が明確になる．

悩みや問題を明確にすると，教職員はより的確な支援やアドバイスを行うことが可能と

なる．

• 企業ごとに選考を受けている就活生を表示

教職員は，就活生の選考状況に応じて支援を行う．しかし，企業によって選考が異なっ

たり，面接で重視することが異なったりと，教職員が企業の選考情報を把握することが

困難である．教職員がこれらの情報を，閲覧しやすいように企業別に選考を受けている

就活生をまとめて表示する．企業ごとに選考を受けている就活生をまとめて表示するこ

とで，教職員が企業の選考情報を把握することが容易になり，就活生に的確なアドバイ

スを行いやすくなる．

3.3 SNSの利用

就活生，教員，職員といった，立場が違う三者間が遠隔地でも報告，連絡，相談する手段

として，電話やメールといった方法がある．しかし，2.2で述べたように就活生にとって敷

居が高い．そこで，立場の違う三者間でもインターネット上で社会的ネットワークを構築で

きる SNSが有効だと考える．また，SNSは会員制をとることができるため，本学の就活生，

教員，職員のみの利用が可能となる．

SNSとは，Social Networking Serviceの略であり，インターネット上で社会的ネットワー

クを構築するサービスのことで，人と人とのつながりを補助する場である．SNSには，社会

的ネットワークを構築するための様々な機能が用意されている．例えば，掲示板機能では，

同じ目的や趣味をもった他人と意見交換や情報共有などが可能である．また，日記機能は，

他人の日記を読み，そこから他人と交流が可能である．

そして，SNSの参加形態には，招待制と登録制の 2種類がある．まず，招待制の SNSに

参加するためには，既会員による招待が必要である．また，登録制は，誰でも自由に利用者
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3.4 一般的な SNS

の意思で SNSを利用することができる．

代表的な SNSの例として，「mixi」がある [4]．また、最近では、四国の大学関係者のみが

会員となれる「さとあい」や，熊本県八千代市の関係者のみが会員となれる「ごろっとやっ

ちろ」といった SNSがある [5][6]．このように，地域や企業限定で活用されている SNSが

増えてきている．

3.4 一般的な SNS

一般的に利用されている SNSの機能は，新たな人間関係の構築や友人，知人とのコミュ

ニケーションの補助に利用されている．一般的な SNSの機能は以下の通りである．

• 掲示板機能

同じ目的や趣味を持った人が集まり，意見交換や情報共有を行い，交流することがで

きる．

• 日記機能

自分の日記を指定した範囲内で公開することができる．また，公開されている友人や他

人の日記を読むことができ，その日記に対してコメントを書き込むことができる．それ

により，友人や他人と交流することができる．

• メッセージ機能

同じ SNSに登録している人とメッセージの送受信することができる．そして，メッセー

ジを送信する場合，相手のアドレスを知らなくても送信できる．

• マイフレンド機能

自分の友人や知人，そして，SNS内で知り合った人同士で登録し合う．また，マイフレ

ンドになるためには，相手にマイフレンドとして承認されないと登録できないように

なっている．

• スケジュール機能

自分のスケジュールを登録することができ，カレンダーで確認することができる．
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3.5 本研究の SNS

• プロフィール機能

自分の血液型や出身地，自己紹介などを登録することができる．

• 紹介文機能

マイフレンドとなっている人が，どんな人物なのかを紹介することができる．

• レビュー機能

本や音楽に対して，意見や感想を書き，公開することができる．

3.5 本研究の SNS

本研究の SNSは，教職員が就活生の活動状況把握を支援することを目的とする．そのた

め，一般的な SNSのように，新たな人間関係の構築を目的とした機能は利用せず，改良を

行う．一般的な SNSにあるマイフレンドのような概念を用いない．また，教職員が就活生

の活動状況を把握できるようにするため，教職員は就活生の情報を全て閲覧可能にする．

– 10 –



第 4章

就職活動状況の把握を支援する

SNS の設計

4.1 システムに必要な機能

本研究では，教職員が就活生の活動状況を把握しやすくするため 3.2で述べた支援を行う．

就活生の選考状況や悩みを把握するため，就活生の最新のスケジュールを表示する機能，ア

ドバイス要求を表示する機能が必要である．そこで，SNSのスケジュール機能，日記機能を

用いる．また，先行研究で実装された，活動状況報告機能を用いる．

多数の就活生を容易に把握するため，多数の就活生を一覧で表示する機能が必要である．

そこで，独自の機能として，カレンダー共有機能，検索機能を実装する．

教職員が企業の選考情報を閲覧しやすくするため，企業ごとに選考を受けている就活生を

表示する機能が必要である，そこで，独自の機能として，企業別選考閲覧機能を実装する．

就活生の悩みや問題を解決するため，就活生へアドバイスや相談を行う機能が必要であ

る．そこで，SNSの掲示板機能，メッセージ機能を用いる．

本研究では，就職活動状況把握の支援に必要のない機能については，削除を行い，必要最

低限の機能を実装する．
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4.2 スケジュール機能

4.2 スケジュール機能

スケジュール機能では，会社説明会や面接試験など，就活生が行った活動内容の詳細を知

るため，また、就活生からのアドバイス要求を知るための機能である．合同説明会や会社説

明会，筆記試験，面接試験などの場合に分け，それぞれの活動内容を詳細に登録するための

テンプレートを用意する．それにより，就職活動生全員が同じ形式で活動内容を登録するこ

とができ，教職員は就活生の活動状況を把握しやすくなる．

履歴書やエントリーシートを SNS上で閲覧できるようにする．就活生が実際に書いた履

歴書やエントリーシートを閲覧することで，添削を行いやすくする．

就活生から教職員へアドバイスを求めることができ，就活生がどのようなことで悩んでい

るのか把握することができる．教職員は，登録した活動内容の詳細やアドバイス要求を見

て，アドバイスを書き込むことができる，

4.3 日記機能

日記機能は，就活生の振り返りや反省などを知るための機能である．

4.4 メッセージ機能

メッセージ機能は，教職員が就活生へアドバイスを行うときや，就活生が教職員へ個別に

相談，履歴書の添削や面接練習の事前予約などに用いる機能である．

4.5 掲示板機能

掲示板機能では，就職支援部から就職活動に関する最新情報や，学内説明会などの情報を

就活生全員に配信を行う．また，就活生からの就職相談を受けるためにも用いる．この掲示

板で相談された内容は，他の就活生に公開されるようにする．そのため，相談した就活生名

が他の就活生にわからないように，相談した就活生の名前を表示しないようにする．しか
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4.6 活動状況報告機能

し，教職員は誰が相談したかわかるようにする．

4.6 活動状況報告機能

カレンダー形式で表示されるスケジュール機能とは異なり，受験した各企業ごとに説明か

ら試験，内定までの進行状況を表形式でまとめる機能である．また，先行が進んでいるか

はっきり示すための内定獲得した企業か，選考中の企業か，選考が終了した企業かの 3つで

色分けを行う．この表を見ることにより，就活生の活動状況を把握できるようになり，就職

活動が進んでいるか進んでいないかわかるようにする．

4.7 カレンダー共有機能

カレンダー共有機能では，教員と就活生がカレンダーを共有し，教員が指導している就活

生の活動状況を一括で把握可能にする機能である．カレンダーを共有することで，指導学生

が就職活動を積極的に行っているか把握できるようにする．また，就活生は教職員や，同じ

志望業界の就活生とカレンダーを共有し，合同説明会の日程などを把握できるようにする．

4.8 検索機能

検索機能では，学科や氏名，企業名から就活生を検索するための機能である．エントリ数

や最も進んだ選考，最新の選考を一覧で表示し，どの選考で詰まっているか，積極的に就職

活動を行っているのか把握するために用いる．

4.9 企業別状況閲覧機能

企業別状況閲覧機能では，企業別に選考を受けている就活生を一覧で表示し，把握しやす

くするための機能である．教職員が企業の選考情報を把握することができ，就活生へアドバ

イスを行いやすくする．
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第 5章

就職活動状況の把握を支援する

SNS の実装

5.1 システムの構成

本研究では，OpenPNE[7]というオープンソースの SNSエンジンを改良した就職活動状

況の把握を支援する SNS の構築した．この OpenPNE は PHP，MySQL(データベース)，

Postfix(メールサーバ)，Apache(Webサーバ)で構成されている．

5.2 システムの概要

本研究では，OpenPNE に予め実装されている機能の内，掲示板機能，日記機能，メッ

セージ機能，スケジュール機能を改良した．また，それ以外の本研究では必要としない機能

であるフレンド機能，レビュー機能，紹介文機能は削除した．先行研究で実装されていた状

況報告機能を用いた．そして，独自の機能である，カレンダー共有機能，検索機能，企業別

状況閲覧機能を実装した．

教職員は就活生の活動状況を把握する必要があるため，就活生の情報を全て閲覧できるよ

うにした．
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5.2 システムの概要

5.2.1 ホーム画面

本研究の SNSでは，まず SNSのログイン画面からアカウントとパスワードを入力し，ロ

グインを行う．その際に入力されたアカウントから，就活生，教員，職員か判別を行う．ロ

グイン後は，ホーム画面が表示される．このホーム画面には，SNS内の最新情報や就活生か

らのアドバイス要請，内定者の人数が表示されるようになっている．実際のパソコンから見

たホーム画面を図 5.1，携帯から見たホーム画面を図 5.2示す．

図 5.1 就職活動支援 SNSのホーム画面 (パソコン)

5.2.2 活動状況表

活動状況表では企業名順と，進んだ選考順に並び替える機能とエントリした数，選考中の

数，落選した数，志望業界の表示を追加した．また，教職員からアドバイスがあれば印が付

き，わかりやすくした．活動状況表の画面を図 5.3に示す．
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5.2 システムの概要

図 5.2 就職活動支援 SNSのホーム画面 (パソコン)

5.2.3 スケジュール画面

スケジュール機能では，就活生が行った活動内容を詳細に知ることができるようにした．

その内容は，活動内容 (エントリ，合同説明会，筆記試験，面接試験，内定連絡から選択)，

企業名，試験日時，合否連絡日，詳細 (試験の時間や内容，手応えなど)，履歴書やエント

図 5.3 活動状況表の画面

– 16 –



5.2 システムの概要

リーシートの閲覧，アドバイス要請 (アドバイス必要なし，履歴書の添削，筆記試験対策，

面接試験対策，企業についての情報，どこがダメだったかわからないから選択)である．登

録された活動内容は，，全員同じ形式で詳細を入力するようにテンプレートを用意した．活

動内容の詳細を入力するためのテンプレートは以下の通りである．

• 合同説明会や会社説明会の場合

開催した場所，説明会の内容，手応えや感想

• 筆記試験の場合

試験時間，試験内容 (SPI2，CAB・GAB，性格診断，その他試験)，手応えや感想

• 面接試験の場合

面接形式 (個人面接，集団面接，グループディスカッション)，面接官と就活生の人数，

面接時間，雰囲気，聞かれた質問，質問の回答，手応えや感想

• 内定連絡の場合

連絡方法 (直接，電話，メール)，今後について

SNS 上で履歴書やエントリーシートを閲覧できるようにファイルアップロード機能を追

加した．就活生がエントリーシートや履歴書などアップロードした場合，そのファイルをダ

ウンロードできるようにした．また，教職員は，就活生の活動内容や，アドバイス要請を見

てアドバイスを書き込むことができるようにした．

実際の活動内容の詳細を登録した際のスケジュール画面を図 5.4示す．

5.2.4 カレンダー共有画面

カレンダー共有機能では，就活生や教職員とカレンダーを共有することができる．教職員

は，日頃指導している学生とカレンダー共有を可能にした．就活生は，教職員に加え，同じ

志望業界の就活生とカレンダー共有を可能にした．教職員側では，就活生の名前を公開し，

誰がどの選考を受けたのか把握できるようにした．就活生側では，名前を非公開にし，誰が

どの選考を受けたのかわからないようにした．指導学生とカレンダーを共有した場合の画面
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5.2 システムの概要

図 5.4 スケジュール画面

を図 5.5，同じ志望業界の就活生とカレンダーを共有した場合を図 5.6に示す．

5.2.5 検索画面

検索機能では，就活生の検索を行うことができる．検索方法として以下の通りである．

• 選考検索

企業名，選考状況，選考内容から就活生を検索することができる．

• 学生検索

学生名，所属学科，検索対象 (全ての学生，指導学生のみ，指導学生以外) から就活生

を検索することができる．

• 企業別検索

企業名，所属学科，検索対象 (全ての学生，指導学生のみ，指導学生以外) からその企

業の選考を受けている就活生を検索することができる．
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5.2 システムの概要

図 5.5 カレンダー共有画面 (指導学生)

図 5.6 カレンダー共有画面 (志望業界)

検索結果では，就活生の氏名，エントリ数，選考数，落選数，最も進んだ選考，最新の選

考を一覧で表示を行うようにした．就活生を検索する画面を図 5.7，検索結果画面を 5.8に

示す．

– 19 –



5.2 システムの概要

図 5.7 検索画面

5.2.6 企業別状況閲覧画面

企業別状況閲覧機能では，企業別に選考を受けている就活生を把握することができる．企

業別に選考を受けている就活生を表形式でまとめて表示を行う．企業別状況閲覧の画面を図

5.9に示す．
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5.2 システムの概要

図 5.8 検索結果画面

図 5.9 企業別状況閲覧画面
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第 6章

評価と考察

本研究の SNSが，就職活動状況把握の支援に有効かどうかについての評価を行った．

6.1 評価環境

評価対象として，就職支援部の方 3名に評価を行った．

6.2 評価内容

評価内容として，本研究の目的，背景を説明した上で，デモンストレーションを行った．

その後，就職支援部の方と意見交換を行った．具体的な評価方法として手順を以下に示す．

1. 本研究の背景，目的を説明

2. 本研究の SNSのデモンストレーション

（a）トップページの説明

（b）スケジュール機能の説明

（c）活動状況閲覧機能の説明

（d）カレンダー共有機能の説明

（e）検索機能の説明

（f）企業別状況閲覧機能の説明

（g）メッセージ機能の説明

3. 就職支援部の方と意見交換
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6.3 就職支援部の方からの意見

6.3 就職支援部の方からの意見

就職支援部の方からの意見は以下の通りである．

• 就活生の活動状況を把握についての意見

– 検索機能では，最新の選考など一覧表示でき，就職活動状況把握に有効である．

– 学科別に表示することが可能なので，大人数でも把握しやすい．

– 就活生からのアドバイス要求や内定獲得の情報をトップページに表示されるので活

動状況を把握しやすい．

– 就活生からアドバイス要求があるので，どのようなことで悩んでいるのかわかり，

就職活動支援が行いやすい．

• 不満点や改善点

– どの選考で落選したのか表示されるとよりわかりやすい．

– 掲示板でも代用できるが，就活生全員や志望業界ごとの就活生へ一斉にメッセージ

を送れるようになるとさらに良い．

– 学生からの意思表示を自由記述にすれば問題や悩みをより詳しく把握できる

• その他意見

– 面接の対策は就活生と直接会ってみないと対策がしづらい．しかし，SNS上で模擬

面接の予約に利用することができる．

– SNS上で履歴書などをダウンロードしメッセージ機能で了承を得ることで，書類選

考に通った履歴書などをなかなか通らない就活生へ渡すことができるようになる．

就職支援部だけでは，個人情報なので渡すことはできない．

– 就活生から活動の書き込みがあれば有効活用できる．

6.4 考察

就職支援部の方から，「検索機能では最新の選考など一覧表示でき，就職活動状況把握に有

効である」「学科別に表示することが可能なので，大人数でも把握しやすい」という意見が
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6.4 考察

得られた．また，状況把握だけでなく，「就活生から助言を求める表示があるので就職活動支

援が行いやすい」という意見から，就活生への活動支援を行うこともできるということがわ

かった．

これらのことから本研究の SNSによる活動状況把握支援は有効だということがわかった．

そして，本研究の SNSを利用することで教職員は就活生へ個々に応じた就職活動支援を行

うことができると考えられる．

しかし，「どの選考で落選したのか表示されるとよりわかりやすい」「掲示板でも代用でき

るが，就活生全員や志望業界ごとの就活生へ一斉にメッセージを送れるようになるとさらに

良い」という意見から，支援機能をより充実させる必要があるとわかった．

また，「就活生からの活動書き込みがあれば有効活用できる」という意見から，本研究の

SNSを有効活用するには，就活生へ活動の書き込みを促す必要がある．今後の課題として，

就活生の書き込みを促す仕組みを検討する必要がある．
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第 7章

おわりに

本研究では，教職員に対して就活生が多数の場合でも、就職活動状況を把握可能にした

SNSの構築を行った．また，就職活動状況の把握を支援するための機能を追加した．

実装では，オープンソースの SNSである，OpenPNEを改良した．把握を支援する機能

を検討し，実装を行った．

評価結果より，多数の就活生でも就職活動状況把握に有効であるという結果が得られた．

また，就活生から活動書き込みがあれば有効活用できるという結果から，就活生に書き込み

を促す必要がある．

今後の展開として，就職活動を始める，行っている学生 3 名 (学部 2 名，院生 1 名) と，

その学生 7名を指導している教員の方 1名，そして，就職支援部の方に本研究の SNSを試

用してもらう予定である．
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